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　台湾実習では、高齢者施設での利用者さんへの関わり方の違いが特に印象に残った。現地では看護師や介護職員の人数が限られているため、離床センサーや外に出ると音楽が流れる仕組みなど、日本では抑制と捉えられる可能性がある方法も、「利用者の安全を守るための工夫」として用いられていた。

環境や人員配置が異なる中で、スタッフ一人ひとりが自国の制度の良さを理解し、状況に合わせたケアを実践している姿が印象的であった。また、台湾の人々は日本に対して親しみを持っており、実習期間中も「日本の人においしいフルーツやタピオカを食べてもらいたい」という温かい気持ちが伝わってきた。プライベートでも日本を訪れることが多いと話す人も多く、その言葉に私自身とても嬉しい気持ちになった。

　一方で、台湾の方々が自国の魅力について自信を持って紹介する姿を見て、私は日本の良さを十分に発信できていないことに気づかされた。今回の実習を通して、自国の文化や価値観について理解を深めることの大切さを強く感じた。今後は、看護の場面だけでなく日常生活の中でも、日本の良さを自分の言葉で伝えられるようになりたいと考えた。
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今回の国際看護学演習では病院見学や大学での講義を受けて、台湾の看護は「技術の習得」が質の高い看護に繋がると考えており、対して日本は「個別性のある看護」。つまり、患者に寄り添うという日本独自の捉え方を習得することで患者の全体像を把握し、質の高い看護に繋がると考えているのではないかと感じた。また、その背景にはその国の医療情勢やこれまでの歴史、価値観が影響を及ぼしていると感じた。実際に台湾の実習はシャドーイングや技術の習得がメインで日本のような看護展開を実習で行うことはない。それは看護師不足という背景から現場にでてすぐに使える看護師が必要であるからだと学んだ。さらに、医療現場の見学を通して日本の看護ではできるだけ身体拘束にならないようにセンサーマットなどの使用は極力避けることが多いが、台湾では安全に最期を過ごすという観点や看護師不足で見回りの回数を増やすことができないことからセンサーマットの導入などが広がっていた。

台湾は国家試験の合格率の低さや看護職の給料がネイリストとほぼ同じなどの社会的背景から看護師が不足しており、現場ではAIの活用が広がっていた。医療事故の減少や物品の把握が行いやすいなどのメリットの反面、停電などが起こったときにはどうするのだろうか、や、結局は人間の手で投薬などを行うため本当に安全であるのかなどの疑問も残った。

[image: ][image: ]６日間を通して、日本に比べてとても温かく迎えてくれるかたが多く、台湾を好きになってほしい！と言う気持ちを感じることができました。今回の経験を得て日本人でもそれぞれの価値観を持つように、台湾と日本でも異なる価値観があるため、その国・人の価値観を尊重した看護ができるようになりたいと強く思いました。
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【台湾の文化的な産褥ケアについて】

　台湾では、日本とは異なる産褥期ケアの文化があった。台湾では産褥期にケアを行わなければ、頭痛や腰痛などの不調が現れるとされ、様々な習慣が大切にされていた。例えば、産後はお腹に子どもがいなくなるために代わりにゆで卵を２つ用意して食べる習慣がある。産後３日目は特別な人に来てもらい、ミカンやりゅうがんなどをいれたぬるま湯で赤ちゃんを沐浴させる習慣もあった。また、産後３～７日には、旦那さんの家に出産報告とお酒をお土産として持っていく。産褥12日目は奥さんの実家に、食べ物をたくさん持っていき、産後のお母さんがたくさん食べる。産後１か月は、親戚全員で食事をとり、殻を赤く塗ったゆで卵やケーキを、親戚に渡すなどの習慣があると知った。

さらに、産後の女性は「陰の気」が強く病気になりやすいとされ、お寺や他の人の家に行くことは失礼になるとされていた。その間は、冷たいものに触れてはいけないとされ、髪を洗うにも、工夫がされており、先に髪を洗い一旦乾かしてから身体を洗うなどの工夫がされていた。産後は、温かいものを身体の中に詰め込むことが必要だとされていて、鶏肉や漢方を使った伝統的なスープが親しまれていた。(図:参照)実際に飲ませていただくと、漢方の苦みなどはなく、比較的飲みやすく、ショウガなども入っているため、身体が温まるような、まさに産後に適したスープであった。

　日本では、産後はお祝い事として子どもを出産した母親の身体の回復や育児についてのサポートが始まり、親戚からもお祝い事としてお金や育児に必要な物品などが贈られる。しかし台湾では、文化的な考えから身体を温めることや伝統的な漢方などを利用して病気を予防するようなケアが行われていることを学んだ。さらに、自分たちから周囲の家族や親戚などお世話になった人に贈り物をするなどの違いがあった。しかし、方法や考えは違うが、出産した女性を気遣うという考えは同じで、大切にされていることを学んだ。今回の台湾研修では、初めて日本以外の文化に触れる良いきっかけとなり、自分の知らないことが世界にはまだまだあるということを知る良い機会となった。改めてこれから看護師として働くうえでも、自分の価値観だけで判断するのではなく。宗教や国ごとに伝統的な考えがあることを忘れないようにしたいと思った。
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